Ｈ２３年度　「新しい家庭」　年間指導計画案　　第５学年


	月
	題材
	時
	学習活動
	評価の観点
	備　考

（自校化欄）

	
	
	
	
	家庭生活への関心・意欲・態度
	生活を創意工夫する能力
	生活の技能
	家庭生活についての知識・理解
	

	4
5
6
7
	●家庭科の学習を始めよう
●目次
	１
	第４学年までの学習をふり返り，家庭科の学習に関心をもち，２学年間の見通しをもって学習に取り組む。
	○第４学年までの学習を振り返り，家庭科の学習に関心をもち，２学年間の見通しをもって学習に取り組もうとする。
	
	
	
	

	
	１　見つめよう家庭生活
①わたしと家族を見つめよう
②できる仕事から始めよう
・家庭の仕事を見つめよう
・手順を考えて安全に調理しよう
・ゆでる調理をしよう
・針と糸を使ってみよう
③地域の人とのかかわりを考えよう
	18
　1
16
　1

	家庭生活を見つめて，家族の一員として自分にできる仕事を見つける。
家族はどのようなときに協力し合ったり，支え合ったりしているかを考える。
家庭生活を見直して，自分にできる仕事を増やす。
調理の手順や用具の使い方を知る。
ゆでる調理の特徴を知り，ゆでる。
針と糸を使う。
地域の人とのかかわりを考える。

	●自分の家庭や一日の生活を振り返り，家族と家庭生活の大切さに気付き，家族に協力しようとしている。
○自分の生活を振り返り，家族と家庭生活の大切さに気付き，意欲的に学習を進めようとしている。
○家庭の１日の様子を見つめ，家族の一員として家庭の仕事に協力し，家族との団らんの時間を過ごそうとしている。
○調理に関心をもち，調理の手順や，必要な用具や食器及びこんろの安全で衛生的な取扱い方を調べようとしている。
○適切な材料の洗い方，切り方，味の付け方，盛り付けや配膳，及び後片付けをしようとしている。
○材料や目的に応じて，ゆでる調理をしようとしている。
○手縫いに関心をもち，目的に応じてなみ縫いや返し縫い，かがり縫い，ボタン付けなどをしようとしている。
○自分の家庭生活と地域の人々とのかかわりについて関心をもっている。
	●自分のこれまでの家庭生活や生活時間を振り返り，できる仕事を分担したり，家族とふれあいの時間をもとうと自分なりに工夫して計画したりしている。
○家族との時間を大切にするために，自分の仕事の仕方や，団らんの時間を楽しくすることについて考えたり，自分なりに工夫したりしている。
○材料や目的に応じたゆで方について考えたり，自分なりに工夫したりしている。

○針と糸を使って，なみ縫いや返し縫い，かがり縫い，ボタン付けなどの基礎的な技能を生活に生かし，自分なりに工夫している。
○地域の人々とのかかわりについて見直し，快適に生活するための方法について考えたり，自分なりに工夫したりしている。
	●家族の一員として責任をもって仕事を分担，実行するための基礎的・基本的な技能を身に付けている。
○調理に必要な用具や食器及びこんろの安全で衛生的な取扱いができる。
○適切な材料の洗い方，切り方，味の付け方，盛り付けや配膳，及び後片付けができる。
○計量器具を扱い，必要な材料を計量することができる。
○材料や目的に応じたゆで方ができる。
○針に糸を通したり，糸端を玉結び，玉どめしたり，なみ縫い，返し縫い，かがり縫いなどで布を合わせて縫ったり，ボタンを付けたりすることができる。
○製作に必要な用具の安全な取扱いができる。

	●家族は協力し合い，支え合って家庭生活を営んでいることや，家庭生活には自分や家族の生活を支える仕事があることがわかり，家族の一員としてそれを分担することの大切さを理解している。
○家庭には自分や家族の生活を支える仕事があることを理解している。
○家族とのふれあいや団らんの大切さについて理解している。
○調理の手順や，調理に必要な用具や食器及びこんろの安全で衛生的な取扱い方について理解している。
○適切な材料の洗い方，切り方，味の付け方，盛り付けや配膳，及び後片付けの仕方について理解している。
○材料や調味料の正しい計量の仕方について理解している。
○ゆでる調理の特徴と材料や目的に応じたゆで方がわかる。
○製作に必要な用具の種類や名前と安全な取扱い方について理解している。
○家庭生活は地域の人々とのかかわりで成り立っていることや，協力し助け合っていく必要があることについて理解している。
	


５年生２学期
	月
	題材
	時
	学習活動
	評価の観点
	備　考

（自校化欄）

	
	
	
	
	家庭生活への関心・意欲・態度
	生活を創意工夫する能力
	生活の技能
	家庭生活についての知識・理解
	

	9
10
11
12

	２　ぬって作ろう楽しい生活
　　　　　　　　　

　①身の回りの布製品を見つめよう　　　　　　　　　　　　　　　
②ミシンを使って楽しく作ろう

③作った作品を楽しく使おう
	1５
　1
13
　1
	生活に役立つ布作品を製作し，家族と楽しく生活する。
生活の中で使われている布製品を探し，その特徴を考える。
ミシンの使い方を習得し，ランチョンマット（生活に役立つ布作品）を製作する。
製作した布作品を家族との生活に活用し，大切に使う。
	●身の回りの布製品及び布を用いて製作することに関心をもち，生活に活用しようとしている。
○身の回りの布製品及び布を用いて製作することに関心をもっている。
○製作する物の形や使い方を考えて，見通しをもって製作計画を立てている。
○製作に必要な材料や用具等を準備し，安全に取扱おうとしている。
○製作の楽しさを味わいながら製作している。
○製作した布作品を活用し，家族と楽しく生活しようとしている。
○製作した物を長く大切に生活の中で活用しようとしている。
	●生活に役立つ布製品の製作計画や活用について考えたり，自分なりに工夫したりしている。
○いろいろな布製品を観察したり，実際に触ったりする中で，布が用いられている理由を考えている。
○製作する物やその製作計画について考え，自分なりに工夫している。
○作品の活用場面を考えて自分なりに工夫して製作している。
○製作した布作品を活用し，家族と楽しく生活する工夫や改善点を考えたり，自分なりに工夫したりしている。
	●ミシン及び用具を安全に使用し，ミシンの直線縫いで作品を作ることができる。
○ミシン及び用具の安全で正しい取扱いができる。
○ミシンを用いた直線縫いで製作することができる。

	●ミシン及び用具の安全な取扱い方，及び製作に必要な材料，用具，手順，時間の見通しなどについて理解している。
○いろいろな布製品を観察したり，実際に触ったりする中で，布を用いるよさを理解している。
○製作に必要な材料や用具，製作手順や時間の見通しについて理解している。
○ミシン及び用具の安全で正しい取扱い方について理解している。
○ミシンを用いた直線縫いの仕方について理解している。

	

	
	３　おいしいね毎日の食事
①毎日の食事を見つめよう
②ご飯とみそ汁を作ろう
③食べることの大切さを考えよう
	10
　2
　6
2
	毎日の食事のとり方をふり返り，健康で楽しい食生活を送ろう。自分でご飯とみそ汁が作れるようになろう。
自分の毎日の食事をふり返り，食べているものを調べてみよう。
ご飯とみそ汁を手順よく，おいしく作ろう。
食品にふくまれる栄養素が体の中でどのような働きをするか，考えてみよう。
	●毎日の食事を振り返り，バランスのとれたよりよい食生活をめざそうとする。
○毎日の自分の食事を振り返り，その大切さに気付き，よりよい食生活をめざそうとしている。
○日本の伝統的な日常食であるご飯とみそ汁の作り方に関心をもち，調理の計画を立て，調理しようとしている。
○食事に含まれる栄養素が体の成長や活動のもとになることに関心をもち，学習したことを生かしていろいろなものを組み合わせて食べ，日常生活の中で健康で楽しい食生活を営もうとしている。
	●おいしいご飯の炊き方とみそ汁の作り方を考え，自分なりに工夫している。
○おいしいご飯を炊くための水加減や火加減などについて考えたり，自分なりに工夫したりしている。
○おいしいみそ汁の実の取り合わせや，みその種類など食品の組み合わせについて考えたり，自分なりに工夫したりしている。

	●安全や衛生に気を付けて，ご飯とみそ汁を作ることができる。
○米の洗い方，水加減，浸水時間，加熱の仕方，蒸らし方など，固い米が柔らかいご飯になるまでの一連の操作や変化を実感的にとらえご飯の調理ができる。
○だしの取り方，実の切り方や入れ方，みその香りを損なわない扱い方など，正しい手順で，安全で衛生的にみそ汁を作ることができる。
	●炊飯の仕方，みそ汁の作り方を知り，いろいろな食品をバランスよく組み合わせて食べることが大切であることや調理の意味を理解している。
○ご飯とみそ汁は日本の伝統的な日常食であり，米もみそも日本人の食生活とかかわりが深いことを理解している。
○米の洗い方，水加減，浸水時間，加熱の仕方，蒸らし方など，ご飯の調理の仕方を理解している。
○だしの取り方，実の切り方や入れ方，みその香りを損なわない扱い方など，みそ汁の調理の仕方を理解している。
○人間にとって必要な栄養素として五大栄養素があることやそれぞれの働きについて理解し，いろいろな食品を組み合わせて食べることが大切であることを理解している。
	


５年生３学期
	月
	題材
	時
	学習活動
	評価の観点
	備　考

（自校化欄）

	
	
	
	
	家庭生活への関心・意欲・態度
	生活を創意工夫する能力
	生活の技能
	家庭生活についての知識・理解
	

	1
2

	４　物を生かして住みやすく
①身の回りの物を見つめよう
②身の回りを使いやすくしよう
③物を生かす生活をしよう

	7
2
4
1

	身の回りを気持ちよく整え，物や環境を大切にした生活を工夫する。
身の回りの物の持ち方，置き方などを見直してみる。
整理，置き場所決定，整とん，そうじの手順に沿って，身の回りを気持ちよく整える。
ごみを減らす方法を考え，物や環境を大切にした生活の仕方を工夫する。
	●整理，整頓や清掃に関心をもち，身の回りを快適に整えようとしている。
○身の回りの整理，置き場所決定，整頓や清掃に関心をもち，身の回りを快適に整えようとしている。
○物の持ち方に関心をもち，身の回りを快適に整えようとしている。
○身の回りの汚れに関心をもち，清掃に取り組もうとしている。　
○学んだことを生かして整理，置き場所決定，整頓や清掃に取り組もうとしている。
○自分の生活と身近な環境とのかかわりに関心をもち，物の使い方を見直し，環境に配慮した生活について考えようとしている。
	●身の回りを点検し，課題を見つけ，整理，整頓や清掃の仕方について考えたり，自分なりに工夫したりしている。
○物の持ち方を見直して課題を見つけ，整理，置き場所決定，整頓の仕方を考えたり，自分なりに工夫したりしている。
○汚れの種類や汚れ方に応じた清掃の仕方を考えたり，自分なりに工夫したりしている。
○身の回りを点検して課題を見つけ，整理，置き場所決定，整頓や清掃の仕方について考えたり，計画を立てて自分なりに工夫したりしている。
○自分の生活を見直し，環境に配慮した物の使い方などについて考えたり，自分なりに工夫したりしている。
	●身の回りの物の整理，整頓と，汚れの種類や汚れ方に応じた清掃ができる。
○身の回りの物を整理し，置き場所を決め，整頓することができる。
○汚れの種類や汚れ方に応じた清掃ができる。
　

	●身の回りの物の整理，整頓の仕方及び汚れの種類や汚れ方に応じた清掃の仕方について理解している。
○身の回りの整理，置き場所決定，整頓の仕方を理解している。
○汚れの種類や汚れ方に応じた清掃の仕方について理解している。
○環境に配慮した物の使い方や始末の仕方などについて理解している。
	

	3
	５　考えよう買い物と暮らし
①お金の使い方、物の選び方を見つめよう
②計画的に買い物をしよう
③買い方をふり返ろう

	８
2
4
2

	　物やお金を大切にして，かしこい買い物ができるようになる。
生活を支えるお金の大切さを考え，買い物の仕方を見直す。
目的に合った計画的な買い物の仕方を考える。
　
計画的でかしこい買い物ができたかをふり返る。

	●物や金銭の計画的な使い方に関心をもち，物や金銭を大切にし，適切に買い物をしようとしている。
○自分の生活とのかかわりから物や金銭の大切さに気付き，その使い方に関心をもっている。
○身近な物の選び方や買い方に関心をもち，適切に買い物をしようとしている。
○買い物体験を通して，物や金銭の計画的な使い方に関心をもち，適切な買い物について考えようとしている。
	●物や金銭の計画的な使い方と適切な買い物について課題を見つけ，その解決を目指して考えたり，自分なりに工夫したりしている。
○購入しようとする物の品質や価格などの情報を活用し，目的に合った物の選び方や買い方について考えたり，自分なりに工夫したりしている。
○物や金銭の計画的な使い方と適切な買い物について課題を見つけ，その解決を目指して考えたり，自分なりに工夫したりしている。　
	●物や金銭の計画的な使い方と適切な買い物に関する基礎的・基本的な技能を身に付けている。
○購入しようとする物の品質や価格などの情報を集め，整理することができる。
○物や金銭の計画的な使い方と適切な買い物に関する基礎的・基本的な技能を身に付けている。

	●物や金銭の計画的な使い方と適切な買い物に関する基礎的・基本的な知識を身に付けている。
○自分の生活とのかかわりから物や金銭の大切さについて理解している。

○目的や品質を考えた物の選び方や適切な買い方について理解している。
○物や金銭の計画的な使い方と適切な買い物に関する基礎的・基本的な知識を身に付けている。
	

	
	●これまでの学習をふり返ろう
	1
	5年生の学習をふり返り，自分の成長を実感し，これからも家庭で継続，実践する。
	○家庭生活に関心をもち，学習を通して自分の成長に気付いたり喜びを感じたりしている。
	
	
	
	


	家庭生活への

関心・意欲・態度
	　　　　生活を

創意工夫する能力
	　　　　生活の技能

	　　家庭生活についての

知識・理解

	　自分の成長と衣食住や家族の生活などについて関心をもち、その大切さに気付き、家族の一員として家庭生活をよりよくするために進んで取り組み実践しようとする。
	　衣食住や家族の生活などについて見直し、課題を見つけ、その解決をよりよくするために考えたり自分なりに工夫したりしている。
	　生活の自立の基礎として日常生活に必要な衣食住や家族の生活などに関する技能を身に付けている。
　
	　家庭生活を支えているものや大切さを理解し、日常生活に必要な衣食住や家族の生活などに関する基礎的・基本的な知識を身に付けている。



◎第５学年及び第６学年の評価の観点及び趣旨
５年生の学習の目標：　できる自分になっていこう
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(家５年-６)








(家５年-７)








◎第５学年及び第６学年の目標


衣食住や家族の生活などに関する実践的・体験的な活動を通して、自分の成長を自覚するとともに、家庭生活への関心を高め、その大切さに気付くようにする。


日常生活に必要な基礎的・基本的な知識及び技能を身に付け、身近な生活に活用できるようにする。


自分と家族などのかかわりを考えて実践する喜びを味わい、家庭生活をよりよくしようとする実践的な態度を育てる。





(家５年-４)








(家５年-５)








(家５年-６)








(家５年-１)











